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年度初めのご挨拶 
 

あすなろ学園長 西田 寿美 

  

 地域での子育て支援システム作りを援助する「こどもの発達総合支援室市町支援グループ」があすな

ろ学園に設置されて 4 年目を迎えました。知事が認定したみえ発達障がい支援システムアドバイザーも

２１名となり、今年度も 9 名の研修生を迎え、子育て支援体制ネットワークが三重県に着実にはりめぐ

らされています。 

 発達障がい児が「地域でのゆたかな生活」のなかで、その社会スキルの育成を保障されること、三重

県で生活する全ての家族が、地域格差の無い子育て支援サービスが受けられるようになることを願って

おります。 

 子どもたちの身近な大人一人ひとりがよき子育てサポーターとなれます。大人の知恵で解決できる問

題もたくさんあります。しかし、少し専門性が必要な問題、より高度な専門性が要求される問題には子

育て支援システムを利用してください。地域から専門機関へ、専門機関から地域へ、途切れない連携に

より子どもの健康な育ちをみんなで支えていこうではありませんか。 
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 医師の紹介  

小林 三希子 （こばやし みきこ） 

 平成 20 年 7 月からお世話になっております、小林三希子

と申します。あすなろ学園に来て、もうすぐ2年になります。

出身は兵庫県ですが、大学入学と同時に三重県にやってきま

した。卒業後は県内・県外のいくつかの病院に小児科医とし

て勤務し、たくさんの子どもたちと、そのご家族に出会いま

した。主に身体の疾患を抱えたお子さんとの関わりでしたが、

少し元気になれば病床であっても遊びが始まり、数ヶ月ぶり 

に会うとぐんとお兄ちゃんお姉ちゃんになっていたり・・・。子どもたちが紡ぎ出す世界に魅了され、

成長しようとするエネルギーに圧倒される毎日でした。そんな中で、子どもの心のことや、心の発達に

ついても、もっと知りたいと思ったことが、あすなろ学園にお世話になることに決めたきっかけです。 

 いろいろな職種の方々にサポートしていただきながら診療にあたっておりますが、常に新しい発見の

連続です。（年齢だけは）もう立派な大人ですけれども、子どもたちとともに成長していけたらいいな・・・

と思っていますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

早田 聡広 （はやた としひろ） 

 こんにちは。平成２２年４月より勤務させて頂いています、

早田聡宏と申します。和歌山市出身で、以前は大学で化学を

専攻し企業の研究所で薬の研究をしていました。平成１４年

琉球大学医学部を卒業し、精神科医となり、あすなろ学園に

来る前は、和歌山医大付属病院、和歌山南部の公立病院、奈

良県の病院で働きました。これまでは、精神医療全般にかか

わり、一般病院で児童思春期から老年期の方までの診療をし、 

同時に地域の保健所での一般のこころの健康相談や児童相談所での子どもの相談、ひきこもりの相談な

どにも関わり、他職種の方々との連携の中で診察室以外での総合的な医療というものを経験しました。

外来や病棟以外の場所で、患者さんの日常面に接したり、ご家族の方の声を身近に聞く中で、疾患その

ものだけをみるのではなく、背景を含め全人的に患者さんを診るということを学びました。私は、あす

なろ学園での勤務はまだこの春からで、イメージとして園のことは分かってはいましたが、入院病棟で

の子どもさんと接する中で、また、スタッフの方々との治療に関わる中で、新たな経験と、発見の日々

を送っています。今後、あすなろ学園の一員として、微力ながら、みなさんと共に子どもの成長と発達

を見守って行けるよう努力していきたいと思っていますのでよろしくお願いいたします。 




